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本
会
の
大
き
な
事
業
の
一
つ
で
あ
る

「
地
域
別
教
育
懇
談
会
」
が
八
月
三
十

一
日
か
ら
十
月
十
二
日
に
か
け
て
全
国

の
二
十
四
会
場
に
て
開
催
さ
れ
、
無
事

全
日
程
を
終
了
し
ま
し
た
。

総
参
加
会
員
数
は
七
五
九
組
と
、
残

念
な
が
ら
昨
年
よ
り
も
減
少
し
ま
し
た

が
、
参
加
し
た
会
員
か
ら
は
大
変
好
評

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
度
の
特
徴
は
次
の
通
り
で
す
。

①
沖
縄
県
支
部
会
場
が
台
風
の
影
響
に

よ
り
延
期
さ
れ
た
が
、
無
事
終
了
。
②

北
海
道
の
開
催
が
地
震
の
直
後
だ
っ
た

た
め
、
参
加
者
が
少
な
か
っ
た
。
③
昨

年
度
比
で
出
席
率
が
上
昇
し
た
支
部
が

11
支
部
と
多
か
っ
た
。
支
部
助
成
金
の

増
額
に
よ
り
、
当
日
参
加
費
を
低
く

（
も
し
く
は
無
料
に
）
設
定
で
き
た
こ

と
も
一
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
特

に
、
近
年
減
少
の
一
途
だ
っ
た
栃
木
県

支
部
と
群
馬
県
支
部
が
上
昇
。
通
常
、

会
員
数
が
多
く
な
る
ほ
ど
出
席
率
と
し

て
は
低
い
数
字
に
な
っ
て
し
ま
う
と
思

わ
れ
る
の
で
、
支
部
の
努
力
の
成
果
が

伺
わ
れ
る
。
④
近
県
の
出
席
率
が
か
な

り
低
い
。返
信
は
が
き
の
通
信
欄
に
は
、

「
昨
年
参
加
し
て
大
変
良
か
っ
た
の
で

今
年
も
参
加
し
ま
す
」、「
大
変
意
義
が

あ
る
会
だ
と
思
う
。
こ
の
よ
う
な
機
会

が
あ
る
こ
と
は
親
と
し
て
あ
り
が
た

い
」
な
ど
の
意
見
が
多
か
っ
た
。
⑤
会

報
や
「
参
加
の
す
す
め
」
に
、
日
程
の

都
合
や
交
通
の
利
便
に
よ
り
他
会
場
で

の
出
席
も
歓
迎
す
る
と
呼
び
掛
け
た
と

こ
ろ
、計
六
名
が
他
会
場
に
参
加
し
た
。
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平
成
十
五
年
十
一
月
二
十
八
日

朝
夕
の
寒
さ
が
身
に
沁
む
季
節
に
な

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
後
援
会
会
員
の

皆
様
に
は
格
別
な
る
ご
支
援
ご
指
導
を

頂
き
、
有
り
難
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。
又
、
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

会
長
の
重
責
を
仰
せ
つ
か
り
、
役

員
･
理
事
･
事
務
局
の
皆
様
そ
し
て
支

部
役
員
の
方
々
と
と
も
に
事
業
の
遂
行

を
出
来
得
る
限
り
の
努
力
を
し
て
参
り

ま
し
た
。
顧
み
る
と
時
の
過
ぎ
る
の
は

早
い
も
の
で
芽
出
て
花
咲
く
春
、
田
圃

の
緑
も
濃
い
夏
、
彩
る
紅
葉
の
秋
へ
と

移
り
、
皆
様
へ
「
感
謝
！
感
謝
！
」
の

半
年
で
し
た
。
各
催
事
の
出
席
や
各
種

会
議
の
出
席
な
ど
、
特
に
「
地
域
別
教

育
懇
談
会
」
で
は
昨
年
に
引
続
き
二
年

連
続
で
八
月
三
十
一
日
か
ら
十
月
の
近

県
ま
で
毎
週
出
席
し
、
そ
れ
だ
け
多
く

の
支
部
の
実
情
を
知
る
こ
と
が
出
来
て

忙
し
い
な
り
に
誠
に
有
意
義
で
あ
り
ま

し
た
。
役
員
一
同
関
係
各
位
に
深
く
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、本
年
度
の
事
業
は
順
調
に
遂

行
さ
れ
て
お
り
ま
す
。な
か
で
も
支
部
活

動
の
強
化
及
び
本
会
最
大
事
業
の
一
つ

「
地
域
別
教
育
懇
談
会
」が
全
国
十
九
支

部
を
含
む
二
十
四
箇
所
で
実
施
さ
れ
ま

し
た
。年
一
回
の
貴
重
な
機
会
に
多
数

の
参
加
を
お
勧
め
致
し
ま
し
た
が
、各

支
部
に
は
会
場
ま
で
四
時
間
か
け
て
く

る
熱
心
な
方
々
等
、学
生
同
伴
で
の
参

加
が
多
く
大
変
好
評
で
あ
り
ま
し
た
。

然
し
乍
ら
、
近
年
は
近
県
の
会
員
数

が
増
加
し
て
お
り
ま
す
が
、
参
加
者
が

そ
の
割
に
少
な
く
、
参
加
率
の
低
下
の

一
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
開
催
方

法
等
を
改
善
す
べ
く
今
後
の
課
題
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
残
す
事
業
と
し
て
は

「
特
別
事
業
」
で
学
生
生
活
に
直
結
し

ま
す
男
子
ロ
ッ
カ
ー
室
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
を
先
般
の
理
事
会
に
お
い
て
承
認
を

頂
き
、
特
別
事
業
委
員
会
で
早
急
に
準

備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
更
に
は
「
新

入
会
員
説
明
懇
談
会
」
等
を
完
遂
し
、

次
へ
と
繋
ぐ
掛
け
橋
と
な
る
よ
う
努
力

し
て
参
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
会
員
皆
様
の

ご
協
力
の
も
と
、
教
学
や
学
生
生
活
を

有
意
義
に
過
ご
せ
ま
す
よ
う
、
尚
一
層

の
御
理
解
と
御
支
援
・
御
協
力
を
衷
心

よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
15
年
度
地
域
別
教
育

懇
談
会
実
施
結
果
報
告

「
感
謝
！
感
謝
！
」
の
半
年
を
過
ぎ
て

会
長

滝
口
和
喜
（
機
械
工
学
科
四
年
）年

11
支
部
で
出
席
率
が
向
上
！

▲個人面談の様子（蔵王支部） ▲全体会の様子（栃木県支部）

▲全体会の様子（新潟県支部）

平成15年度

地域別教育懇談会
支部主催19会場・本部主催
5会場にて開催終了
参加した会員総数は759組
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平成15年度地域別教育懇談会実施結果一覧
（H＝共通系　M＝機械工学科　E＝電気電子工学科　A＝建築学科　S＝システム工学科　C＝情報工学科）

主催支部名 月日（曜） 開催会場名 対象地域 大学教員出席者
栃木県支部 8月31日(日) 宇都宮市 ホテル丸治 栃木県 444 74 16.7% 清島教授(H) 高木助教授(M) 丹治講師(M)

谷澤教授(E) 山口助教授(E) 白石教授(A)

高橋講師(A) 飯倉助教授(S) 辻村助教授(C)

山地講師(C)

長野県支部 8月31日(日) 上諏訪市 ホテル紅や 長野県 152 30 19.7% 渡辺助教授(M) 森宮教授(E) 貫井講師(A)

土屋教授(S) 大木助教授(C)

北陸支部 8月31日(日) 富山市 富山電気ビルレストラン 富山県石川県 52 22 42.3% 寺島助教授(M) 菅原教授(E) 黒津教授(A)

福井県 三宅教授(S) 坂本教授(C)

秋田県支部 9月06日(土) 秋田市 協働大町ビル 秋田県 78 41 52.6% 藤田総務部長　兼子助教授(M) 堀田教授(E)

岩隈助教授(A) 中村教授(S) 丹羽助教授(C)

蔵王支部 9月06日(土) 山形市 オーヌマホテル 山形県宮城県 123 47 38.2% 城戸助教授(H) 村川教授(M) 森田教授(E)

大岸講師(A) 武田教授(A) 渡辺顯教授(S)

樺澤教授(C)

岩手県支部 9月07日(日) 盛岡市 南部会館サザンパレス 岩手県 47 24 51.1% 渡辺図書館長　佐々木教授(M) 石川豊教授(E)

渡部修一教授(S) 磯野教授(C)

山梨県支部 9月07日(日) 春日居町 ホテル春日居 山梨県 16 13 81.3% 田辺助教授(M) 村口教授(A) 星野教授(S)

椋田助教授(C)

群馬県支部 9月07日(日) 前橋市 マーキュリーホテル 群馬県 285 51 17.9% 鈴木助教授(H) 有賀助教授(M) 佐伯教授(E)

小竿講師(A) 原教授(S) 小林教授(C)

西中国支部 9月07日(日) 周南市 アドホックホテル丸福 広島県山口県 17 8 47.1% 船橋学生部長　飯塚講師(E) 加村講師(A)

島根県

福島県支部 9月13日(土) 郡山市 清稜山倶楽部 福島県 184 42 22.8% 塚林助教授(H) 玉木教授(M) 渡辺康教授(E)

市橋教授(A) 加藤教授(S) 片山教授(C)

茨城県支部 9月14日(日) ひたちなか市 ホテル白亜紀 茨城県 419 66 15.8% 野口講師(M) 増本講師(M) 石田教授(E)

吉澤教授(E) 小川助教授(A) 成田教授(A)

正道寺助教授(S) 北久保講師(S) 坂本教授(C)

山地講師(C)

東海支部 9月14日(日) 名古屋市 名古屋都市センター 愛知県三重県　 24 10 41.7% 船橋学生部長　丹澤助教授(M) 吉田講師(E)

岐阜県 福田講師(A)

青森県支部 9月14日(日) 青森市 青森グランドホテル 青森県 93 30 32.3% 柳澤教務部長　神講師(M) 谷澤教授(E)

加村講師(A) 野口教授(S) 神力教授(C）

新潟県支部 9月15日(月･祝) 長岡市 長岡グランドホテル 新潟県 137 38 27.7% 酒井財務部長　竹内助教授(M) 長坂助教授(M)

堀田教授(E) 高橋助教授(E) 村口教授(A)

土屋教授(S) 片山教授(C)

近畿支部 9月21日(日) 大阪市 ホテルトーコー新大阪 大阪府京都府　 49 9 18.4% 横谷教授(M) 桑原教授(A) 伊原教授(S)

奈良県滋賀県

兵庫県 和歌山県

東中国支部 9月21日(日) 津山市 津山国際ホテル 岡山県鳥取県 31 10 32.3% 中里助教授(M) 森正美講師(E) 黒津教授(A)

丹羽助教授(C)

静岡県支部 9月21日(日) 静岡市 静岡労政会館 静岡県 160 48 30.0% 佐藤助教授(M) 村田講師(M) 神野助教授(E)

市橋教授(A) 伊藤教授(A) 鈴木清教授(S)

大木助教授(C)

本部(四国) 9月27日(土) 松山市 松山東映ホテル 四国 15 4(2) 26.7% 倉島経理課長

千葉県支部 9月28日(日) 宮代町 学友会館 千葉県 262 32 12.2% 藤田総務部長　宮澤助教授(M) 中村教授(E)

成田教授(A) 野口教授(S) 神林講師(C)

本部(北海道) 9月28日(日) 札幌市 ホテルサンルート札幌 北海道 10 1 10.0% 栗本教務課長

本部(九州) 9月28日(日) 大分市 ホテル法華クラブ大分 九州 9 4 44.4% 渋谷総務課長

本部(四国) 9月28日(日) 高知市 高知サンライズホテル 四国 15 4(2) 26.7% 倉島経理課長

本部(近県) 10月05日(日) 宮代町 大学 東京都埼玉県　 2,266 151 6.7% 神馬学長　柳澤教務部長　船橋学生部長　

神奈川県 渡辺図書館長　寺尾共通系主任　大場入試室室長

藤田総務部長　酒井財務部長　荒井就職課長

機械主任含む5名　電気電子主任含む5名

建築主任含む6名　システム主任含む5名

情報主任含む6名

沖縄県支部 10月12日(日) 那覇市 琉球サンロイヤルホテル 沖縄県 7 4 57.1% 栗本教務課長

合　　計 24会場 4,880 759 15.6% 延べ146名

開催
市町村

会員数
（人）

出席会員数
（人）

出席率
（％）
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穏
や
か
な
小
春
日
和
に
恵
ま

れ
た
十
一
月
二
日
（
日
）、
福
島

県
支
部
に
よ
る
大
学
祭
に
あ
わ

せ
た
学
内
見
学
と
支
部
会
員
同

士
の
親
睦
を
図
る
事
業
と
し
て

定
着
し
て
い
る
「
大
学
視
察
研

修
」
が
、
今
年
も
二
十
数
名
の

参
加
を
得
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
学
友
会
館
に
て
神
馬

学
長
と
藤
田
総
務
部
長
よ
り
貴

重
な
お
話
し
を
い
た
だ
い
た
後
、

渋
谷
総
務
課
長
の
案
内
に
よ
り

学
内
の
施
設
や
、
た
く
さ
ん
の

来
場
者
で
賑
わ
う
大
学
祭
を
見

学
し
ま
し
た
。

す
で
に
お
気
づ
き
に
な
っ
た
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
九

月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
月
に
二
回
の

頻
度
で
、
地
方
新
聞
に
大
学
の
一
行
広

告
を
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。

本
会
の
予
算
で
地
方
新
聞
に
広
告
を

掲
載
し
た
の
は
平
成
四
年
度
か
ら
で
、

平
成
五
年
度
よ
り
「
広
報
費
」
と
し
て

予
算
項
目
を
設
け
、
大
学
の
Ｐ
Ｒ
活
動

に
協
力
を
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
近
年
、
主
に
関
東
よ

り
西
の
地
域
を
中
心
に
会
員
数
（
学
生

数
）
の
減
少
が
顕
著
に
な
り
、
支
部
長

会
や
理
事
会
に
お
い
て
も
、
支
部
会
員

数
減
少
を
懸
念
す
る
声
を
度
々
耳
に
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

後
援
会
と
し
て
は
、
こ
の
憂
う
べ
き

現
実
を
打
開
す
べ
く
、
こ
れ
ま
で
の

「
連
合
広
告
」
に
加
え
、
今
年
度
よ
り
、

地
方
新
聞
に
「
一
行
広
告
」
を
掲
載
す

る
こ
と
を
企
画
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
も
大
学
で
は
、
読
売
新
聞

（
東
京
本
社
版
）
と
朝
日
新
聞
（
東
京

本
社
版
）
に
月
四
回
、
産
経
新
聞
（
東

京
・
大
阪
版
）
に
月
二
〜
三
回
、
日
経

新
聞
（
全
国
版
）
に
月
二
回
の
頻
度
で

こ
の
一
行
広
告
を
実
施
し
て
お
り
、
評

判
を
得
て
い
ま
す
の
で
、
今
回
の
試
み

に
よ
り
、
全
国
的
な
「
日
本
工
業
大
学
」

の
知
名
度
ア
ッ
プ
と
学
生
募
集
へ
の
効

果
が
大
い
に
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

す
。

〔
大
学
広
告
掲
載
紙
一
覧
〕

■
記
事
挟
み
一
行
広
告
【
九
〜
十
一
月

の
月
二
回
掲
載
】

北
海
道
新
聞，

東
奥
日
報，

岩
手
日

報，

河
北
新
報，

下
野
新
聞，

新
潟
日

報，

福
島
民
報，

上
毛
新
聞，

山
梨
日

日
新
聞，

北
国
富
山
新
聞，

北
日
本
新

聞，

福
井
新
聞，

静
岡
新
聞，

中
日
新

聞，

読
売
新
聞
（
大
阪
本
社
版
／
西
部

本
社
版
），

京
都
新
聞，

山
陽
新
聞，

中
国
新
聞，

山
陰
中
央
新
報，

四
国
新

聞，

愛
媛
新
聞，

徳
島
新
聞，

高
知
新

聞，

大
分
合
同
新
聞，

南
日
本
新
聞，

西
日
本
新
聞，

宮
崎
日
日
新
聞，

沖
縄

タ
イ
ム
ス，

琉
球
新
報

※
秋
田
魁
新
報
、
山
形
新
聞
、
信
濃
毎

日
新
聞
に
つ
き
ま
し
て
は
「
記
事
挟
み

広
告
」
の
企
画
が
実
施
さ
れ
て
い
な
い

た
め
、
今
回
は
掲
載
を
見
送
り
ま
し
た

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
全
頁
〜
全
３
頁
大
学
入
学
案
内
（
29

紙
）【
十
一
月
下
旬
掲
載
】

北
海
道
新
聞，

東
奥
日
報，

秋
田
魁

新
報，

岩
手
日
報，

山
形
新
聞，

下
野

新
聞，

新
潟
日
報，

福
島
民
友，

山
梨

日
日
新
聞，

北
国
富
山
新
聞，

北
日
本

新
聞，

福
井
新
聞，

京
都
新
聞，

神
戸

新
聞，

山
陽
新
聞，

中
国
新
聞，

山
陰

中
央
新
報，

四
国
新
聞，

愛
媛
新
聞，

徳
島
新
聞，

高
知
新
聞，

長
崎
新
聞，

大
分
合
同
新
聞，

南
日
本
新
聞，

西
日

本
新
聞，

熊
本
日
日
新
聞，

宮
崎
日
日

新
聞，

佐
賀
新
聞，

沖
縄
タ
イ
ム
ス

■
東
日
本
12
紙
連
合
【
一
月
上
旬
掲
載
】

北
海
道
新
聞，

東
奥
日
報，

秋
田
魁

新
報，

岩
手
日
報，

山
形
新
聞，

河
北

新
報，

福
島
民
報，

福
島
民
友，

新
潟

日
報，

信
濃
毎
日
新
聞，

山
梨
日
日
新

聞，

静
岡
新
聞

■
九
州
９
紙
連
合
【
一
月
上
旬
掲
載
】

西
日
本
新
聞，
佐
賀
新
聞，
長
崎
新
聞，

大
分
合
同
新
聞，

熊
本
日
日
新
聞，

宮

崎
日
日
新
聞，

南
日
本
新
聞，

沖
縄
タ

イ
ム
ス，

琉
球
新
報

十
月
二
十
五
〜
二
十
六
日
の
一
泊
二

日
で
、「
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
赤
倉
山
荘
」

に
て
役
員
会
と
理
事
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
当
日
は
、
六
十
一
名
の
理
事
が

参
加
し
、地
域
別
教
育
懇
談
会
の
報
告
、

予
算
執
行
状
況
、
特
別
事
業
、
地
方
新

聞
広
告
等

に
つ
い
て

話
し
合
い

ま
し
た
。

赤
倉
山

荘
は
、
新

潟
県
の
妙

高
高
原
の

麓
に
位
置

し
、
温
泉

が
豊
富

で
、
秋
は

紅
葉
、
冬

は
ス
キ
ー

が
楽
し
め

る
所
で

す
。

▲右より大森支部長、神馬学長、藤田総務部長

セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス「
赤
倉
山
荘
」に
て
役
員
会
・
理
事
会
開
催

地方新聞30紙に一行広告を掲載
（各地域におけるトップシェア紙）

～北海道から沖縄まで
“日本工業大学”の知名度UPに期待大～

福島県支部が大学を見学

s
理
事
会
翌
日
に
訪
ね
た
上
林
温
泉
に
て

t
大
学
名
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
を
記
載

（「
岩
手
日
報
」
九
月
七
日
刊
行
よ
り
抜
粋
）

セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス「
赤
倉
山
荘
」に
て
役
員
会
・
理
事
会
開
催
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学
内
の
木
々
も
紅
葉
し
始

め
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
を
歩
い

て
い
て
も
秋
を
実
感
で
き
る

十
一
月
初
旬
。
今
年
も
日
本

工
業
大
学
第
35
回
若
杉
祭
が

一
日
か
ら
三
日
に
わ
た
り
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
テ

ー
マ
は
『
Ｊ
Ａ
Ｍ
』
で
「
混

ぜ
合
わ
せ
る
」
と
い
う
意
味

が
あ
り
ま
す
。
大
学
祭
実
行

委
員
長
の
吉
田
　
純
君
は

「
昨
年
の
テ
ー
マ
で
あ
る

『
Ｂ
ｒ
ｅ
ａ
ｋ
Ｍ
ａ
ｓ
ｓ
Ｃ

ｏ
ｎ
ｃ
ｅ
ｐ
ｔ（
既
成
概
念
を

壊
す
）』
し
た
も
の
を
も
う

一
度
混
ぜ
合
わ
せ
て
、
大
き

な
新
し
い
大
学
祭
に
し
た

い
」
と
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
の
挨
拶
の
中
で
語

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

今
回
の
若
杉
祭
か
ら
新
た

な
取
り
組
み
と
し
て
、
大
学

と
東
武
動
物
公
園
駅
の
間
を

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が
運
行
し
ま

し
た
。
利
用
者
は
三
日
間
で

一
千
人
を
超
え
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
先
の
若
杉
祭
で
も
シ

ャ
ト
ル
バ
ス
が
運
行
す
る
よ

う
に
な
る
と
、
ま
す
ま
す
日

工
大
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
便
利

に
な
り
、
多
く
の
来
場
者
が

見
込
ま
れ
ま
す
。
そ
の
他
に

は
、
ほ
ぼ
全
て
の
模
擬
店
が

「
リ
サ
イ
ク
ル
容
器（
環
境
循

環
型
食
品
容
器
）」を
使
用
し

ま
し
た
。今
回
使
用
し
た
こ

第
四
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ー
が
大
学
祭
期
間
中
の
十

一
月
二
日(

日)

に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
卒
業
後
30
年
、20
年
、

10
年
の
O
B
、な
ら
び
に
退
職

さ
れ
た
旧
教
職
員
の
方
々
を

大
学
に
招
き
、恩
師
や
教
職
員

と
の
交
流
を
深
め
る
集
い
で

す
。今
回
の
招
待
者
は
、機
械

工
学
科
、
電
気
電
子
工
学
科
、

建
築
学
科
の
四
期
、
十
四
期
、

二
十
四
期
生
と
シ
ス
テ
ム
工

学
科
の
六
期
、
十
六
期
生
。

参
加
者
総
数
は
一
四
二
名
で

過
去
最
高
と
な
り
、
家
族
同

伴
で
の
参
加
が
多
か
っ
た
の

が
特
徴
で
し
た
。

午
前
中
に
実
施
さ
れ
た
学

内
施
設
の
見
学
会
に
も
多
く

の
O
B
が
参
加
し
、太
陽
光
発

電
の
ソ
ー
ラ
ー
チ
ュ
ー
ブ
や
こ

こ
数
年
の
間
に
建
て
替
え
ら

れ
た
各
学
科
の
研
究
棟
や
付

属
施
設
の
充
実
、さ
ら
に
は
ク

リ
ー
ン
な
キ
ャ
ン
パ
ス
に
母

校
の
発
展
を
実
感
し
ま
し
た
。

午
後
三
時
か
ら
情
報
工
学

棟
五
階
の
会
議
室
で
開
催
さ

れ
た
懇
親
会
に
は
、
理
事
長
、

学
長
を
は
じ
め
教
職
員
と
合

わ
せ
て
二
四
〇
名
以
上
が
参

加
し
、
工
友
会
の
各
支
部
か

ら
寄
贈
さ
れ
た
景
品
を
含
め

た
盛
大
な
抽
選
会
等
が
行
わ

れ
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

（
貞
）

の
容
器
は
、土
に
埋
め
る
と
90
日
ほ
ど

で
土
に
返
る
と
い
う
も
の
で
、学
生
た

ち
が
、学
内
に
埋
め
る
予
定
で
す
。本

当
に
土
に
返
る
の
か
途
中
経
過
を
楽
し

み
に
、そ
し
て
今
後
の
学
生
た
ち
の
環

境
推
進
活
動
に
も
期
待
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

企
画
の
中
で
、
特
に
盛
り
上
が
り
を

見
せ
た
の
は
、
二
日
目
に
行
わ
れ
た

「
ｗ
‐
ｉ
ｎ
ｄ
ｓ．
」
の
コ
ン
サ
ー
ト
で

し
た
。
本
学
体
育
館
に
は
千
四
百
人
を

超
え
る
観
客
が
訪
れ
、
館
内
は
若
い
熱

気
と
興
奮
に
満
ち
溢
れ
ま
し
た
。

最
終
日
の「
後
夜
祭
」で
は
、百
発
の

花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、三
日
間
に
わ

た
る
若
杉
祭
は
無
事
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

今
回
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
Ｊ
Ａ
Ｍ
」

か
ら
、
次
回
は
ど
う
変
化
す
る
の
か
？

楽
し
み
に
し
た
い
も
の
で
す
。（
慎
）

第4回ホームカミングデー

4
・
14
・
24
期
の
卒
業
生
ら
が
旧
友
・
恩
師
と
語
ら
う

▲「まだまだ大丈夫。どんどん膨らませー！」
「うー止めてくれ～！」

▲神馬敬学長▲大川陽康理事長

▲恒例の抽選会は大盛況。景品には工友会支部より
寄贈された名産品が続々と登場

▲平成9年に新築された機械
工学科実験研究棟に入る
のは初めて

▲
s
新
し
い
施
設
・

設
備
に
た
だ
た
だ

感
心
す
る
ば
か
り

s学祭期間中はSLも運行。やっぱり大人気です。

s
野
外
ス
テ
ー
ジ
で
は
ユ
ニ
ー
ク
な
イ
ベ
ン
ト

が
目
白
押
し

学
内
見
学

第35回   若 杉 祭 �第35回   若 杉 祭 � テーマ�「 J A M 」 �「 J A M 」 �
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環 境 分 野 研 究 奨 励 助 成�
研究テーマ及びチームの構成�

研究テーマ�

研究代表者�

教職員：�
学　生：�

環境に優しい加工液の研究�

鈴木　清　システム工学科教授�

鈴木　清　システム工学科教授��
Anurang　Sharma（大学院博士後期課程1年）、�
田中幸徳（大学院博士前期課程1年）、�
白石陽一（大学院博士前期課程1年）�

研 究 期 間 � 研 究 の 概 要 �

工業環境や自然環境を悪化させることが懸念される加工
液使用量の大幅な削減を目的とする。�

平成15年 8月 1日�
�

平成16年 3月31日�
〜
�

研究テーマ�

研究代表者�

教職員：�
学　生：�

人間乗車形スターリングエンジンの環境負荷軽減効果�

原　利次　システム工学科教授�

原　利次　システム工学科教授��
相川渡（S3）、野寄達也（S4）：スターリングエンジン�
製作チーム�
�河合学（S3）、菊岡敦（S3)：エンジンテストチーム��
石川雄太（S4）、石原明（S4）：熱効率評価チーム��
大越大介（S3）：パソコン評価チーム�

卒業研究の一貫として製作している、スターリングテク
ノ全国大会出場用の人間乗車形スターリングエンジンカ
ーを利用して、高効率・自然作動流体利用の特徴がどの
ように環境負荷軽減になるかを、製作・テスト・自動測定・
パソコンでの評価を通して、学生がエンジンの仕組みを
理解するとともに、取り組むテーマの意義を理解するこ
とを目的とする。�

平成15年 8月 1日�
�

平成15年12月31日�
〜
�

研究テーマ�

研究代表者�

教職員：�
学　生：�

環境負荷低減のための塑性加工における潤滑に関する研究�

古閑　伸裕　機械工学科教授�

古閑　伸裕　機械工学科教授��
ラッチャニー　パイサーン（大学院博士後期課程�
１年）、劉　志国（大学院博士前期課程２年）、�
柚木伸公（大学院博士前期課程１年）�

塑性加工の分野においても、フロンやトリクレンなどの
脱脂剤の利用が制限されるようになり、従来成形に用い
られていた塩素系や高粘度の潤滑油が使用できなくなっ
ている。このような背景から、表面処理工具と無洗浄と
を併用した、環境に優しい潤滑方法で、最近各種機器の
軽量化の観点から注目を集めている、チタンやマグネシ
ウム合金のプレス成形の可能性を検討する。�

平成15年10月 1日�
�

平成16年 9月30日�
〜
�

研究テーマ�

研究代表者�

教職員：�
学　生：�

古利根川の汚濁の研究�

野口卓也　システム工学科教授�

野口卓也　システム工学科教授��
守谷公雄（大学院修士1年）、栗原隆弘（S4）、山田�
賢秀（S4）、長久保英幸（S4）、水谷伸也（S4）、武笠�
亮太（S4)

古利根川の汚濁を実測して、汚濁の種類と最もひどい汚
濁箇所を見つけだす。汚濁の源としては、生活排水と農
業排水を対象とする。�平成15年10月 1日�

�
平成16年 9月30日�

〜
�

研究テーマ�

研究代表者�

教職員：�
学　生：�

循環型社会実現のためのまちづくり手法に関する調査研究�

伊藤　庸一　建築学科教授�

伊藤　庸一　建築学科教授��
大学院・ワサンタ・ランジャネ、4年・古正高志を中心に、�
研究室学生+公募学生、計5～6名�

循環型社会の再構築は自然環境の循環性を基本とするため、
①地球環境への負荷が少なく、②地域環境との調和にす
ぐれ、③地場産業の育成につながる。本研究では、自然
環境材に着目したまちづくり事例を収集し、循環型社会
実現のための計画手法として類型的に整理のうえ、建築
計画の副教材としてまとめることを目指す。成果はイン
ターネット上に公開し、学生がネット上でアクセスでき
るようにする。�

平成15年10月 1日�
�

平成16年 9月30日�
〜
�

前号にてご報告した３件に続き、以下５件の申請が採択され、１件につき30
万円を助成しました。平成15年度の助成件数は計８件で、当初予算額を超え
る結果となるほど多数の応募がありました。

▼長野県支部総会より

▲滝口会長より後町前支部長へ感謝状の贈呈

九
月
開
催
の
支
部
総
会
に
お
い
て
以

下
の
支
部
長
が
交
代
と
な
り
ま
し
た
。

前
支
部
長
の
皆
様
、
大
変
ご
苦
労
様
で

し
た
。
ご
尽
力
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。新
支
部
長
の
皆
様
、こ
れ
か
ら
一

年
間
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

長
野
県

前
支
部
長

後
町
　
敏
明（
Ｃ
４
）

新
支
部
長

森
泉
　
静
眞（
Ｍ
４
）

北
　
陸

前
支
部
長

石
灰
　
昭
光（
Ｓ
４
）

新
支
部
長

常
本
　
幸
晴（
Ａ
２
）

岩
手
県

前
支
部
長

佐
藤
　
博
（
Ｅ
４
）

新
支
部
長

廣
田
　
昭
夫（
Ｅ
３
）

山
梨
県

前
支
部
長

酒
井
　
寿
治（
Ａ
４
）

新
支
部
長

深
澤
　
啓
二（
Ｍ
３
）

群
馬
県

前
支
部
長

曽
根
　
壱
郎（
Ｃ
４
）

新
支
部
長

三
友
　
久
男.（
Ｅ
３
）

西
中
国

前
支
部
長

松
田
　
博
嗣（
Ａ
４
）

新
支
部
長

梅
川
　
人
司（
Ｅ
３
）

茨
城
県

前
支
部
長

小
池
　
勝
利（
Ｃ
４
）

新
支
部
長

青
木
　
　
登（
Ｅ
３
）

東
　
海

前
支
部
長

牧
野
　
武
志（
Ａ
３
）

新
支
部
長

今
井
　
潔
志（
Ａ
２
）

新
潟
県

前
支
部
長

小
笠
原
康
雄（
Ｍ
４
）

新
支
部
長

青
柳
　
　
進（
Ｍ
３
）

沖
縄
県

支
部
長
再
任
嘉
手
納
　
彰（
Ｃ
３
）

近
　
畿

前
支
部
長

阿
部
　
博
司（
Ａ
３
）

新
支
部
長

窪
田
　
政
幸（
Ａ
２
）

東
中
国

前
支
部
長

渡
辺
　
政
幸（
Ａ
３
）

新
支
部
長

田
村
　
悦
雄（
Ｃ
３
）

静
岡
県

前
支
部
長

東
谷
　
昌
二（
Ｃ
４
）

新
支
部
長

松
岡
　
　
實（
Ａ
３
）

千
葉
県

前
支
部
長

松
阪
　
剛
志（
Ａ
３
）

新
支
部
長

横
田
　
健
一（
Ａ
３
）

以
上
敬
称
略
　

14
支
部
で
支
部
総
会
を
開
催

〜
支
部
長
が
交
代
し
ま
し
た
〜
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第2弾�

相
談
票
を
ご
利
用
下
さ
い

後
援
会
で
は
会
員
各
位
に
こ
の
相
談
票
を
通
じ
て
、
い
つ
で
も
学
生
の

成
績
・
生
活
・
就
職
等
ご
相
談
に
応
じ
ら
れ
る
窓
口
を
開
い
て
い
ま
す
。

右
の
票
（
便
箋
、
ハ
ガ
キ
で
も
結
構
で
す
）
に
相
談
さ
れ
た
い
事
項
や
、

ご
意
見
、
ご
希
望
等
ご
記
入
の
上
、
事
務
局
宛
に
ご
送
付
下
さ
い
。
可
能

な
か
ぎ
り
回
答
し
ま
す
。

ご
意
見
・
ご
投
書
・
ご
寄
稿
も
ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。（
事
務
局
）

相談票�
学科学年�

学籍番号�

学　生�
氏　名�
会　員�
氏　名�

連絡先�
0 TEL

（
宇
都
宮
市
・
ホ
テ
ル
丸
治
）、
長
野

県
支
部
総
会
・
教
育
懇
談
会
（
上
諏

訪
市
・
ホ
テ
ル
紅
や
）、
北
陸
支
部

総
会
・
教
育
懇
談
会
（
富
山
市
・
富

山
電
気
ビ
ル
レ
ス
ト
ラ
ン
）

九
月
六
日（
土
）
秋
田
県
支
部
教
育
懇

談
会
（
秋
田
市
・
協
働
大
町
ビ
ル
）、

蔵
王
支
部
教
育
懇
談
会
（
山
形
市
・

オ
ー
ヌ
マ
ホ
テ
ル
）

九
月
七
日（
日
）
岩
手
県
支
部
総
会
・

教
育
懇
談
会
（
盛
岡
市
・
南
部
会
館

サ
ザ
ン
パ
レ
ス
）、
山
梨
県
支
部
総

会
・
教
育
懇
談
会
（
春
日
居
町
・
ホ

テ
ル
春
日
居
）、
群
馬
県
支
部
総

会
・
教
育
懇
談
会
（
前
橋
市
・
マ
ー

キ
ュ
リ
ー
ホ
テ
ル
）、
西
中
国
支
部

総
会
・
教
育
懇
談
会
（
周
南
市
・
ア

ド
ホ
ッ
ク
ホ
テ
ル
丸
福
）

九
月
十
三
日（
土
）
福
島
県
支
部
教
育

懇
談
会
（
郡
山
市
・
清
稜
山
倶
楽

部
）、
第
二
回
五
イ
ン
チ
ゲ
ー
ジ
・

ト
レ
イ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
十
四

日
ま
で
）

九
月
十
四
日
（
日
）
茨
城
県
支
部
総

会
・
教
育
懇
談
会
（
ひ
た
ち
な
か

市
・
ホ
テ
ル
白
亜
紀
）、
東
海
支
部

総
会
・
教
育
懇
談
会
（
名
古
屋
市
・

名
古
屋
都
市
セ
ン
タ
ー
）、
青
森
県

支
部
教
育
懇
談
会
（
青
森
市
・
青
森

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
）

九
月
十
五
日（
月
・
祝
）
新
潟
県
支
部

総
会
・
教
育
懇
談
会
（
長
岡
市
・
長

岡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
）、
近
畿
支
部

総
会
・
教
育
懇
談
会
（
大
阪
市
・
ホ

テ
ル
ト
ー
コ
ー
新
大
阪
）、
東
中
国

支
部
総
会
・
教
育
懇
談
会
（
津
山

市
・
津
山
国
際
ホ
テ
ル
）、
静
岡
県

支
部
総
会
・
教
育
懇
談
会
（
静
岡

市
・
静
岡
労
政
会
館
）

九
月
二
十
日（
土
）
第
４
回
秋
季
卒
業

式
、
成
績
発
表
（
郵
送
）

九
月
二
十
六
日
（
金
）
〜
二
十
七
日

（
土
）
日
本
工
業
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
交

流
会

九
月
二
十
七
日（
土
）
四
国
地
区
教
育

懇
談
会
（
松
山
市
・
松
山
東
映
ホ
テ

ル
）

九
月
二
十
八
日（
日
）
千
葉
県
支
部
総

会
・
教
育
懇
談
会
（
大
学
学
友
会

館
）、
北
海
道
地
区
教
育
懇
談
会

（
札
幌
市
・
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
札

幌
）、
九
州
地
区
教
育
懇
談
会
（
大

分
市
・
ホ
テ
ル
法
華
ク
ラ
ブ
大
分
）、

四
国
地
区
教
育
懇
談
会
（
高
知
市
・

高
知
サ
ン
ラ
イ
ズ
ホ
テ
ル
）

十
月
一
日（
水
）
第
六
回
秋
季
入
学
式
、

秋
学
期
授
業
開
始

十
月
四
日（
土
）
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

連
絡
協
議
会
、
近
県
教
育
懇
談
会
打

合
せ
（
大
学
）

十
月
五
日
（
日
）
近
県
教
育
懇
談
会

（
東
京
・
埼
玉
・
神
奈
川
対
象
、
大

学
で
開
催
）

十
月
十
二
日
（
日
）
沖
縄
県
支
部
総

会
・
教
育
懇
談
会
（
那
覇
市
・
琉
球

サ
ン
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
）

十
月
二
十
五
日
（
土
）
〜
二
十
六
日

（
日
）
役
員
会
・
理
事
会
（
於
・
赤

倉
山
荘
）

十
月
二
十
五
日（
土
）
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス

十
一
月
一
日（
土
）
〜
三
日
（
月
・
祝
）

大
学
祭
（
テ
ー
マ
「JAM

」）

十
一
月
二
日（
日
）
第
四
回
ホ
ー
ム
カ

ミ
ン
グ
デ
ー
（
四
期
、
十
四
期
、
二

十
四
期
対
象
）

十
一
月
三
日（
月
・
祝
）
第
十
七
回
建

築
設
計
コ
ン
ペ
表
彰
式

十
一
月
六
日（
木
）
学
長
選
挙
投
票
日

十
一
月
八
日（
土
）
第
七
回
ス
タ
ー
リ

ン
グ
エ
ン
ジ
ン
テ
ク
ノ
ラ
リ
ー
大
会

十
一
月
二
十
二
日（
土
）
役
員
会
、
特

別
事
業
委
員
会
、
支
部
連
絡
協
議
会

十
一
月
二
十
四
日（
月
・
祝
）
吹
奏
楽

団
定
期
演
奏
会
（
第
二
十
回
記
念
）

平
成
十
五
年
七
月
二
十
五
日（
金
）
後

援
会
会
報
第
六
十
三
号
、
後
援
会
の

し
お
り
（
平
成
十
五
年
度
版
）
発
行

七
月
二
十
四
日
（
木
）
〜
八
月
二
日

（
土
）
春
学
期
末
試
験

八
月
二
日（
土
）
〜
三
日（
日
）
盆
踊

り
大
会

八
月
三
日（
日
）
夏
季
休
業
開
始

八
月
二
十
三
日（
土
）
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス

八
月
二
十
四
日（
日
）
特
別
事
業
委
員
会

八
月
二
十
六
日（
火
）N

.I.T/Yam
am
o

to

フ
ァ
イ
ン
ブ
ラ
ン
キ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
起
工
式

八
月
三
十
一
日（
日
）
神
田
キ
ャ
ン
パ

ス
（
専
門
職
大
学
院
／
専
門
学
校
―

平
成
十
七
年
四
月
一
日
開
校
予
定
）

地
鎮
祭
、
栃
木
県
支
部
教
育
懇
談
会

天
満
宮
だ
よ
り
を
同
封
し
ま
し
た
の
で

併
せ
て
ご
高
覧
下
さ
い
。

s
昨
年
度
の
卒
業
ア
ル
バ
ム

私達日本工業大学卒業アルバム委員会では、来春御卒業
される先輩方にお渡しする｢卒業アルバム｣を、現在16名の
委員で編集しています。昨年度より、全頁フルカラーとな
りました。各研究室の風景や、一年次からの学内行事を色
鮮やかに、楽しんでいただけると思います。
撮影・編集を全て委員会で行っているため、販売価格は

10,000円と割安になっています。予約販売ですので、是非
この機会にお申し込み下さい。

【申し込み受付】卒業アルバム委員会（TEL：0480-34-9756）
※受付時間は12：30～13：30です。

【締 切 日】平成16年1月20日
【お渡し日】平成16年3月20日(学位記授与式当日)

卒アル委員会より�4年生のご父母の皆様へ�
　平成15年度卒業アルバムのご案内�


